
 

統計研究彙報投稿規程 

 

令和 ５ 年 ３ 月 27 日 

統計研究研修所長決定 

最終改正  令和 ８ 年 ４ 月 １ 日 

 

統計研究彙報は、公的統計の改善及び発展並びに政策立案の証拠としての公的統計の利活用を促

進するため、これらに資する研究成果を提供することを目的とする論文誌です。 

広く学術論文発表の機会を提供するため、投稿論文を募集しています。 

以下の投稿規程を参照の上、ご応募ください。 

 

１ 内容 

投稿できる論文は、公的統計に関連する以下のいずれかの内容を持つものに限ります。 

①  公的統計の調査・データ収集、集計、分析、評価及び検証に関する技術や手法の改善及び

発展に資するものであること 

②  政策立案等に公的統計データを利活用した事例など政策立案の証拠としての公的統計の利

活用の促進に資するものであること 

③  統計制度及び統計の企画・設計等、公的統計全体の改善や発展に資するものであること 

 

２ 応募資格 

公的統計について研究されている方なら、どなたでも投稿できます。 

 

３ 不正行為の禁止 

① 二重投稿の禁止 

投稿論文は、投稿内容が国内、国外の学会誌、機関誌（大学紀要を含む）、書籍、国際会議の口

頭発表論文（Proceedings 論文）が会議後に査読されて発行される論文誌、商業誌等に掲載済みで

ないこと、掲載予定でないこと、あるいは、投稿中でなく、投稿予定でもないものに限ります。 

② 不適正なオーサーシップの禁止 

   論文に直接貢献していない者が、論文の共著者となることを禁止します。 

③ 生成 AI の利用について 

生成 AI（ChatGPT 等）により、論文を作成することは認められません。 

④ その他 

「統計研究研修所における研究活動の不正行為への対応に関する規程」（平成 30 年５月 22 日統

計研究研修所長決定）の「（研究者の責務） 第５条」を遵守すること 

 

４ 言語 

投稿論文の言語は、和文とします。（ただし、英文要約等を除きます。） 

 

５ 執筆 

投稿論文は、別に示す原稿執筆要領に従って執筆し、PDF 形式で作成すること 

投稿論文には、執筆者が特定できる情報を記載しないこと 



 

 

６  投稿論文概要の提出 

次の内容を記した投稿論文概要（別紙様式１）を電子メールにより統計研究彙報編集委員会事務局（以

下「事務局」という。）まで提出すること 

① 執筆者に係る情報（氏名、所属、連絡先住所及び電話番号、電子メールアドレス） 

② タイトル（未確定な場合は、仮題で可。） 

③ 概要（４００文字程度） 

④ キーワード 

⑤ 募集内容の確認 

 ⑥ 既発表論文等との関連 

※以上、いずれも和文。 

 

７  投稿の方法 

次の文書を電子メールにより事務局まで提出すること 

①  投稿原稿 

②  不正行為等に関する誓約書（別紙様式２） 

 

８  採否の決定 

① 投稿論文の採否は、統計研究彙報編集委員会（以下「委員会」という。）が選定する匿名の査読者

による審査結果を踏まえ、委員会において決定いたします。 

② 本誌において、一度不採択とされた論文の再投稿は受理しません。再投稿に当たるかどうかの判

断は委員会が行います。 

 

９ 著作権について 

①  論文等の著作権は、その採択をもって総務省統計研究研修所に帰属するものといたします。

統計研究研修所は、印刷物及びホームページ等で論文等を公表すること 

②  論文等の中で引用する文章や図表の著作権に関する問題は、執筆者の責任において処理し

てください。 

③  論文等の著作者人格権は、執筆者に帰属いたします。執筆者がその執筆論文等を複製、転

載、翻訳、翻案等の形で利用する場合、出典（統計研究彙報）を明記すること 

 

10 その他 

統計研究彙報に掲載された論文の内容に関する問合せについては、執筆者が自ら対応していただ

くことになります。 

 

 

 

 

 

 

 



（別紙様式１） 

 

 1 / 2 

 

投稿論文概要 
 

１ 執筆者に係る情報 

氏名  

所属 
 

連
絡
先 

住所 
 

電話番号  

電子メールアドレス  

 

２ タイトル（未確定の場合は、仮題で可） 

 

３ 概要（和文で 400 字程度） 

 

４ キーワード（５～10 語程度） 

  

 

 

 



（別紙様式１） 

 

 2 / 2 

 

５ 募集内容の確認 

投稿予定の論文が、統計研究彙報投稿規程の「１ 内容」にある「公的統計の改善及び発

展並びに政策立案の証拠としての公的統計の利活用の促進に資するもの」であり、①～③の

要件のいずれかに沿うことを以下の該当する箇所（複数可）にチェック（☑）し、要件との

関係を 100 字程度の和文で説明してください。 

 
□① 公的統計の調査・データ収集、集計、分析、評価及び検証に関する技術や手法の改善及

び発展に資するものであること 

□② 政策立案等に公的統計データを利活用した事例など政策立案の証拠としての公的統計
の利活用に資するものであること 

□③ 統計制度及び統計の企画・設計等、公的統計全体の改善や発展に資するものであること 

 

６ 既発表論文等との関連 

既発表論文を基にした、又は、関連する内容を投稿する場合には、これらを参照したこと

及び関係性を明記してください。 

 

 

 

○「統計研究彙報投稿規程」より抜粋 

１ 内容 

投稿できる論文は、公的統計は関連する以下のいずれかの内容を持つものに限ります。 

① 公的統計の調査・データ収集、集計、分析、評価及び検証に関する技術や手法の改

善及び発展に資するものであること 

② 政策立案等に公的統計データを利活用した事例など政策立案の証拠としての公的統

計の利活用の促進に資するものであること 

③ 統計制度及び統計の企画・設計等、公的統計全体の改善や発展に資するものである

こと 

 



（別紙様式２） 
 

 

 

令和  年  月  日  

 

 総務省統計研究研修所長 殿 

 

（投稿者）氏名             

所属             

 

 

誓約書 
 

 私、（         ）は、「             」の投稿に当たり、下記

の事項について、その趣旨を理解した上で、遵守することをここに誓約します。 

 

記 
 １． 論文等の中で引用する文章や図表の著作権に関する問題は、投稿者の責任において処理すること。 
 ２． 投稿者がその執筆論文等を複製、転載、翻訳、翻案等の形で利用する場合、出典を明記すること。 

 ３． 投稿に係る論文等について捏造
ねつぞう

、改ざん、盗用その他本誌の信用を害する行為をしていないこと。 
 ４． 投稿に係る論文等について二重投稿（当該論文等に係る学術の分野における公正な慣行に照らし、二重投

稿に類する行為と認められる行為を含む。）を投稿前にしておらず、投稿後にもしないこと。 
 ５． 生成 AI（ChatGPT 等）の利用について、裏面の確認事項に記載済み。 
 

  以上 

 

（投稿者署名）              

 

注 本誓約書は、PDF 形式の電子ファイルとして、電子メールにより提出すること。 

 

  



（別紙様式２） 
 

 

生成 AI の利用に係る確認事項 
 

該当する項目について、いずれかにチェック（☑）を入れてください。 

 

１．投稿論文作成に際し、生成 AI は全く使用していない。  ☐ 

  

２．投稿論文作成の過程で、生成 AI を補助的に利用した。  ☐ 

 
 

※２．の場合は、以下について記載してください。 
 

【利用した生成 AI】※複数利用した場合は、すべて記載してください。 

 

 

 

【利用内容】※該当する箇所にチェック（☑）を入れてください。 

 

☐文章の校正チェック 

 

☐文章の翻訳（以下に利用箇所・範囲を記載してください。） 

 

 

 

 

 

□対象分野の情報収集・確認等（以下に利用した内容を記載してください。） 

 

 

 

 

 

□プログラミングコードの生成・確認等（以下に利用した内容を記載してください。） 

 

 

 

 

 

☐その他（以下に利用した内容を記載してください。） 

 

 

 

 

 

 

 

※生成 AI により、論文を作成することは認められません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




